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混合リンパ球培養応によるRAの病因探究
一自己の末梢血リンパ球は病変部単核細胞
を認識する一
78　エラスターゼによるフィブリン・フィブリノゲン
　　の分解一プラスミンとの比較
（血清学）天野栄子　小池恵司　鈴田達男 （臨床病理学教室） 糟荘和子、佐藤　猛、
池松正次郎、藤巻道男
（目的）RAでは体液性及び細胞性の免疫異常が報告
されているが、そのトリガー因子についてはまだ明確
になっていない。他方、混合リンパ球培養反応（ML
C）はT細胞のnot－se　l　fの認識を反映すると考えちれ
ている。我Vは、RAの病変部には病因を規定する本
質的因子が存在するとの仮定のもとに、末梢血リンパ
球がこれをnot－selfと認識するかどうかをMLCを用
いて検討した。
（方法）単核細胞は46名のRA患者より同時に採取
した関節液（RJ）と末梢血（RP）及び健常者末梢
血（NP）より比重遠心法で分離した。　MLCは3種
類の細胞のすべての組み合せについてone　wayで行っ
た。同時に種々の刺激剤に対するRPの反応性を測定
した。
（結果）1）NPを含むすべての自己の細胞どうしの
MLCの中、　RJ→RPの組み合せのみ、　S，しが
2．5以上を示し、RA患者46名中17名が陽性で
あった。2）この反応に関与する細胞を調べた結果、
反応細胞はRP中のT細胞、刺激細胞はRJ中のB細
胞とマクロファージであった。3）この反応は抗HL
A－DR抗体で抑制されることから、　HLA－DR抗
原が関与している。4）この反応が反応細胞の異常か
刺激細胞の異常によるものかを検討した。自己の細胞
に対する刺激能はRJが高く、反応性はRJで低下し
ていた。NPに対する刺激能はRJが高く、反応性は
RPが高かった。また自己RPを刺激しないRJも、
自己RJに反応しないRPも、　alloのNPに対しては
正常に反応した。5）刺激剤として、PHA、Con
A、PMA、　OKT3、　PPDを用いた。これらに対
するRP反応性とこの反応との相関は認めちれず、ま
たこの反応の陽性群と陰性群について比較しても有意
な差は認めちれなかった。
（結論）RA患者で自己RJに対しRPは芽球化反応
を示した。この原因はRPの反応異常ではなく、　RJ
の非自己化にあると推定される。
　ヒト喀疾由来エラスターゼを用いて、細胞接着性蛋白
のひとつである安定化フィブリン（fn）とフィブリノゲ
ン（fbg）の経時的な分解物（fgdpとfdp）を作成し、線
溶系の三四で生じるプラスミンによる両者の分解物と、
性状を比較した。
　エラスターゼはfnもfbgも共に分解し、　SDS－PAGEでは
経時的に小分子量の分画が観察されたが、プラスミンに
よる場合とは異なったパターンを示した。著者らの考案
したDD／E　CObPLEX損1掟法では、プラスミンによる場合
はfdpがL一過性に特異的に検出されたが、エラスター
ゼによる場合は全く検出されなかった。Bβ1－42ペプチ
ド測定法においては、プラスミンとエラスターゼでは共
に、fgdpがL過性に特異的に検出されたが、検出量はプ
ラスミンの方がエラスターゼに比べて3倍以上の高値を
示した。E分酬1掟：法とBβ15－42ペプチド測定法では、
プラスミンを用いた場合にはfgdpとfdpは共に同程度に
検出されたが、エラスターゼではfgdpはfdpに比べて約
3分の1の反応性を示したのみであった。以上より、エ
ラスターゼはfnやfbgを、プラスミンとは抗原性や分子
量が異なるノlX分画へと分解する作用を有し、その分解物
は従来からの検出法ではプラスミンによる場合とは異な
る反応性を示すことが明らかとなった。従って、白血球
よりエラスターゼが血中に多量に放出された病態におい
ては、エラスターゼによる線溶充進が生じる可能性が示
唆された。
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